
 

  

 
 
 

 

新年を迎え、１年の締めくくりとなる３学期が始まりました。まだまだ寒い季節ですが、よく食べ、よく動き、

夜はしっかりと休み、年末年始に乱れがちな生活リズムをしっかりと整えていきましょう。今年度もあと３ヶ月、

安全で美味しく、子供たちが笑顔になれる給食を作って 

まいりますので、よろしくお願いいたします。 

１月の給食目標は「体を温める食事をしよう」です。給食

では、根菜類を積極的に取り入れ、温かい麺類やスープ、

煮物を毎日提供します。ご家庭でも、鍋料理や温かい麺・

汁物など、料理法を工夫するほか、体を温める食べ物を

食事に取り入れて、体の芯から温かくなりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年１月 1 4 日 

江戸川区立宇喜田小学校 

校  長  青 山 美 和 子 

栄 養 士  関 口  美 紀 

全国学校給食週間の期間中に、日本全国の郷土料理が４つ登場します。給食を通して、いろいろな地域

の料理に興味をもってもらえたらと思います。 

 
１/２４(金)   ～京都府～ 

まつぶたずし・厚揚げと豚肉の炊いたん・京風みそ汁 

まつぶた寿司は、京都の丹後地方でお祝いのときに食べる料理

です。「炊いたん」とは、京都をはじめとする関西の言葉で「炊いた

もの」という意味です。 

 

１/２８(火) ～秋田県～ 

さけとこんぶのごはん 

ハタハタのゆかりあげ 

ハリハリサラダ 

きりたんぽ汁 

りんご 

きりたんぽは、ごはんをすりつぶし、

棒ににぎりつけて焼いたものです。 １/２９(水) ～長崎県～ 

長崎ちゃんぽん 

浦上そぼろ 

てづくりカステラ 

材料を細かく切って炒めることを「お

ぼろ」といい、おぼろより粗い「粗おぼ

ろ」がつまって「そぼろ」になりまし

た。キリシタンの多い浦上に伝えら

れたので「浦上そぼろ」といいます。 

 

１/２７（月）  ～埼玉県～ 

ごはん  エコふりかけ 

ゼリーフライ  小松菜のごま酢あえ 

呉汁 

ゼリーフライは、おからを使った揚げ物です。

小判のような形から「銭フライ」と呼ばれてい

たのが変化しました。 
日本の学校給食は、明治２２年、山形県鶴岡町（現：鶴岡市）の私立忠愛小学校で提供されたのが

始まりとされています。その後、各地に広まったものの、戦争による食料不足で中断されてしまいました。 

戦後、子どもたちの栄養不足を改善するため、昭和２１年にアメリカの支援団体「LARA（アジア救済

公認団体）」から、給食用物資の寄贈を受けて、翌年１月から学校給食が再開されることになりました。

昭和２１年１２月２４日に、東京都内の小学校で給食用物資の贈呈式が行われたことから、この日を「学

校給食感謝の日」としましたが、昭和２５年度からは、冬季休業と重ならない１月２４日〜３０日までの１

週間を「全国学校給食週間」とすることが定められました。 

私立忠愛小学校で

提供されたとされる

給食。 

 

支援物資の脱脂粉

乳や缶詰、小麦粉な

どを使った給食。 
 

地域でとれる旬の食材を取り入れ、

郷土料理や行事食、世界の料理な

ど、食育の教材となる給食。 

 

全国学校給食週間を通して、学校給食の意義や役割などを皆さんに知ってもら

い、学校給食についてあらためて考える機会にしてほしいと思います。 

学校給食週間  ～給食で味わう郷土料理～ 

みんなの給食 ～給食から SDGsを考える～ 

０１ 食材を無駄なく使って食べよう 

０２ 栄養バランスを考えて食べよう 

０３ 友達と協力して給食の準備、片付けをしよう 

０４ 水を大切にして手を洗おう 

０５ 食の安全に興味をもとう 

０６ 食文化の違いや食物アレルギーを知ろう 

０７ 給食行事を通して絆を深めよう 

０８ 牛乳パックをリサイクルしよう 

０９ プラスチックごみを減らそう 

１０ 江戸川区産の小松菜を食べよう 

 

『SDGｓえどがわ ＊ 学校給食 ＊ 10 の行動』 

 「SDGｓ」 とは持続可能な開発目標を意味し、２０３０年までに１７のゴールを達成しようと掲げた国際的な

目標です。江戸川区では、誰もが安心して自分らしく暮らせる共生社会の実現のため、SDGｓを推進していま

す。児童のみなさん、保護者のみなさんが、学校給食と関わる取り組みから SDGｓを考える機会となるよう

「みんなの給食 ～給食から SDGｓを考える～」を実施します。ご家庭や地域でも話題にしてみて下さい。 

１月２７日（月）の給食は、「食材を無駄なく

使って食べよう」「江戸川区産の小松菜を食

べよう」をテーマに献立を考えました。 

＊だしをとる時に使ったかつお節でふりかけ

を作ります。 

＊ゼリーフライは、おからをつかった郷土料

理です。おからは豆腐を作るときにでてくる

もので、半分程度が処分されています。 

＊小松菜のごま酢和えに、江戸川区産の小

松菜をたっぷり使っています。 

 

 

 

 


